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2017-11-26（日）鬼子母神 

 何時のころだったか、以前鬼子母神

でスケッチしたことがあった。そんなこと

を思い出しながら本堂で参拝。ふと見

れば銀杏の黄色が素晴らしい。11月と 

 

次回予定 

当日朝 7 時の天気予報で降水確率

50％を超える場合中止します。 

 

○2018-1-28（日）神田明神 

 神田明神正門前 10時集合 
○2018-2-22（木）神保町街すがた 

地下鉄神保町駅スズラン通り側
出口 10時集合 

〇2018-3-29（木）小石川後楽園 
後楽園西入口 10時集合 

連絡先：一柳 幸 03-3712-9627 

 

  

スケッチ会の実施報告と次回予定   事業部 一柳 幸 

 

2017-10-15（日）隅田川リバーサイド 

 連日の雨でスケッチは無理、中止とな
った。隅田川リバーサイド（墨田河畔）は
広重の「江戸百景」にもいくつか描かれ
ていて、上は千住大橋あたりから下は月
島、佃島と現在でも注目したいポイント
がいくつもある。次の機会にはぜひ描く
ことにしたい。次回は雑司ヶ谷鬼子母神
の予定。寒くなるかもしれぬが快晴を期
待したい。 

 

  

前
号
（
１
６
０
号
）
の
誤
り
訂
正 

３
頁
３
段
鈴
木
典
男
様
の
出
身
地
と
作
品 

種
別
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

正
茨
城 

誤
栃
木
・ 

正
油
彩 

誤
水
彩 

 

もなれば七五三の子供を連れた親が

多く、なかなか良い風情である。 

温かい日和で天候に恵まれた一日だ

った。 

 

  
支
部
だ
よ
り 

 

 
 

毎
年
、
秋
に
は
小
品
展
を
開
い
て
い
ま
す
が
今
年
は

広
い
会
場
の
西
宮
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
十
一
月
七
日

（火
）～
十
二
日
（日
）ま
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
作
品
も
絵
画
Ｆ
１
０
０
号
～
１
０
号
ま
で
を
４
０

点
、
工
芸
は
陶
、
木
工
、
彫
刻
、
彫
金
の
作
品
４
３
点
総

計
８
３
点
と
見
ご
た
え
の
あ
る
会
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

搬
入
の
日
は
全
員
で
展
示
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
緊
張
感
の
あ
る
時
間
を
持 

 

 

2017-12-7（木）東御苑 

筆者体調不良のため休みました。 

訃
報 

宮
本
ま
さ
よ
し
さ
ん
（絵
画
会
員
）  

平
成
二
十
九
年
十
一
月
六
日
逝
去
、
享
年
八

十
一
歳 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

「明
日
の
神
話
」に
会
い
に
行
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

早
田
美
智
子 

 
 

 岡
本
太
郎
と
言
え
ば
「
太
陽
の
塔
」で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
と
対
を
な
す
巨
大
壁
画
「
明
日

の
神
話
」
が
、
今
ま
た
注
目
を
集
め
て
い
る
と

い
う
。 

渋
谷
駅
の
Ｊ
Ｒ
線
と
井
の
頭
線
を
結
ぶ
連

絡
通
路
を
飾
る
縦
５
・
５
ｍ
、
長
さ
３
０
ｍ
の
壁

画
は
圧
巻
だ
。
赤
、
青
、
黄
の
鮮
や
か
な
色
調

の
中
で
骸
骨
が
踊
っ
て
い
る
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
格

好
の
第
五
福
竜
丸
は
ま
だ
自
分
達
に
起
こ
っ

て
い
る
悲
劇
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
か
。 

「
核
爆
発
の
瞬
間
」
と
い
う
重
い
テ
ー
マ
な

の
に
、
悲
壮
感
が
な
い
。
こ
の
明
る
さ
と
美
し

さ
は
何
な
の
か
、
と
し
ば
し
考
え
さ
せ
ら
れ

や
が
て
「
明
日
の
神
話
」
の
意
味
に
辿
り
つ

く
。
き
の
こ
雲
の
先
端
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
ゃ
ん
の
無
邪
気
な
顔
の
よ
う
だ
。 

 

こ
の
壁
画
が
制
作
さ
れ
た
の
は
約
五
〇
年

も
前
の
こ
と
。
大
阪
万
博
の
準
備
に
忙
殺
さ

れ
て
い
た
だ
ろ
う
太
郎
サ
ン
は
「
太
陽
の
塔
」

制
作
の
傍
ら
、
メ
キ
シ
コ
の
ホ
テ
ル
の
建
設
現

場
に
通
っ
て
こ
れ
を
描
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら

驚
く
。
し
か
し
途
中
で
ホ
テ
ル
が
倒
産
し
、
完

成
し
て
い
た
壁
画
は
行
方
不
明
に
。 

新
日
美
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。  

  
 

目
的
は
、
ス
マ
フ
ォ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
対
応
の
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
サ
イ
ト
に
し
た
こ
と
で
す
。 

旧
サ
イ
ト
は
継
ぎ
は
ぎ
で
フ
ァ
イ
ル
整
理
の
収

集
が
付
か
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
整
頓
を
兼
ね

て
の
全
面
改
修
で
す
。
そ
れ
と
、
会
員
の
皆
様

か
ら
の
情
報
を
発
信
し
易
く
致
し
ま
し
た
。
・

展
覧
会
情
報
の
投
稿
・会
報
の
記
事
の
投
稿
・

会
員
主
宰
教
室
の
登
録
受
付
・作
品
販
売
サ

イ
ト
登
録
受
付
そ
れ
ぞ
れ
入
力
フ
ォ
ー
ム
を
設

け
ま
し
た
。
ご
活
用
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

会
員
の
皆
様
か
ら
の
情
報
発
信
が
新
日
美

を
元
気
に
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

会
員
ペ
ー
ジ
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
要
求
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
全
て op

en1
97

8 

で
入
室

出
来
ま
す
。 

管
理
担
当
土
屋
政
夫

 
 

 
 

 
 

 
 

 

で
お
披
露
目
さ
れ
た
の
を
私
も
見
に
行
っ
た
が
、

そ
の
大
き
さ
と
、
色
合
い
に
只
々
圧
倒
さ
れ
た
。

渋
谷
に
恒
久
設
置
さ
れ
て
か
ら
も
、
何
度
か
会

い
に
行
っ
て
い
る
。 

昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
授
賞
式
で
サ
ー
ロ
節

子
さ
ん
が
「
光
に
向
か
っ
て
這
っ
て
い
け
！
」
と
世

界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
が
、
岡
本
太
郎
が
五

〇
年
前
に
発
し
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
重
な
る
。 

正
月
の
一
日
、
壁
画
を
眺
め
て
い
た
ら
、
外
国

人
の
カ
ッ
プ
ル
が
傍
で
ス
マ
ホ
自
撮
り
を
し
て
い
る

の
を
見
て
、
何
だ
か
誇
ら
し
か
っ
た
。 

 

こ
の
テ
ー
マ 

奮
っ
て
投
稿
し
て
下
さ
い
（編
集
部
） 

 

 

 

三

十

数

年

後
、
養
女
と

な
っ
た
岡
本

敏
子
さ
ん
の

執
念
の
探
索

で
発

見

さ

れ
、
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な

っ
た
の
を
覚

え
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年

の
事
だ
っ
た
。

大
変
な
修
復

作

業

を

経

て
、
そ
の
二

年
後
、
日
本

で
披
露
目
さ

れ
た
の
を
私

も
観
に 

な
り
し
た
。
来
場
者
か
ら
新
日
美
に
つ
い
て
色
々
ご
質
問

も
あ
り
興
味
を
も
っ
て
鑑
賞
し
て
頂
い
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。 

 

支
部
会
員
の
住
居
は
京
都
の
み
な
ら
ず
、
兵
庫
、
大

阪
、
奈
良
、
福
井
、
和
歌
山
、
三
重
と
広
範
囲
で
す
。
そ

の
為
支
部
展
、
総
会
、
研
修
会
等
集
ま
る
の
は
大
変
な

面
が
多
々
あ
り
ま
す
。
が
会
員
皆
が
協
力
的
に
参
加
し

て
下
さ
り
事
務
局
と
し
て
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

美
し
い
紅
葉
の
中
、
第

二
十
五
回
と
い
う
節
目

に
相
応
し
い
支
部
展
が

開
け
ま
し
た
こ
と
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。 

次
は
三
月
二
十
一
日

～
二
十
五
日
ま
で
京
都

文
化
博
物
館
に
お
い
て

第
二
十
六
回
支
部
展
で

す
。
今
は
会
員
一
同
出

品
作
の
纏
め
に
忙
し
い

事
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な

会
場
に
な
る
か
今
か
ら

期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
て

お
り
ま
す
。 

   

て
ま
し
た
。 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
他
に
写

真
展
も
あ
り
、

鑑
賞
者
数
は

六
日
間
で
六

百
人
余
り
と

京
都
で
し
た
。 

 

京
都
支
部 

 

事
務
局 

飯
村
君
江 


